










いかがでしょうか？
●ママが「子どもの世話ゲート」を開くと、パパは子どもの世話が楽しくなります。
さらにパパが子どもの世話を楽しくすると、ママの負担感も減っていきます。
●パパが「妻の負担軽減ゲート」を開くと、ママの負担感は減ります。
さらにママの負担が減ると、子どもの世話のゲートを開きやすくなります。

要するに「２つのゲート」はつながっており、
子育て夫婦の間に”良い循環”が生まれるのです。

パパ、
さすが！
すごい！

そうか、
今日は

大変だったね。

子どもの世話のゲートを
うまく開ける方法の1つ
「夫のやる気を促す」より

妻の負担軽減ゲートをう
まく開ける方法の1つ
「妻の話をよく聞く」より



2つのゲートを開けて、楽しい子育てを！

“ぜひお試しください！”



 ●普段以上に妻のことを考えるようになれた。子育ての苦労を考え、自分か
ら率先して家事などを行うようにしている（夫）。 

●自分がオムツや抱っこで手こずっても、妻は厳しい言葉を出さず、フォロー

してくれる。自分もなるべく育児に参加する様に心がけている（夫）。 

●夫婦でケンカになりそうな時、「2 つのゲート」の話を思い出して言い争いに

ならずに済んだ事がたくさんあった（夫）。 

●意識的に思いやりの言葉をかけていたが、そのうち無意識でも言える機会

が増えてきた（夫）。 

●仕事で疲れて帰った時でも妻に思いやりを持って接することができている。

妻も育児に参加できるよう環境を整えていてくれる（夫）。 

●出産前と出産後では、主人に対して望むことや期待することが少し変わっ

た部分があり、そのことを事前に学べていたので役に立っている。感情的に

ならず、主人の立場も理解しようと思えている（妻）。 

●イラッとしてしまう時があり、（夫のあやし方など）思わず嫌味っぽく言いそう

になったが、ゲートのことを思い出し一度考えてから助言した（妻）。 

●「二つのゲート」の話を聞いてから夫婦の仲がすごく良くなったように感じて

いる。多くの人に知ってもらいたい（妻）。 

●まさか自分たちに出産後の危機がくるとは思わなかったが、２つのゲートを

知っていてよかった（妻）。 

 

「２つのゲート」 実践者の声です！！
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マンガでわかる 『２つのゲート』



マンガでわかる 『２つのゲート』 「夫の子どもの世話ゲート」



マンガでわかる 『２つのゲート』 「夫の子どもの世話ゲート」



マンガでわかる 『２つのゲート』 「妻の負担軽減ゲート」



マンガでわかる 『２つのゲート』 「妻の負担軽減ゲート」


